
①
支
柱
・
さ
く
線
を
設
置

・
支
柱
を
地
形
に
合
わ
せ
て
３
～
４
ｍ

間
隔
で
立
て
る
。

・
支
柱
に
ガ
イ
シ
を
取
り
付
け
、
対
象

動
物
に
合
わ
せ
ガ
イ
シ
の
高
さ
を
調
整

す
る
。

イ
ノ
シ
シ
：
１
、
２
段
20
㎝
間
隔

シ
カ
：
１
、
２
段
目
20
㎝
間
隔
、
３
、

４
段
目
20
～
30
㎝
間
隔
、
５
段
目
以
上
は

30
～
40
㎝
間
隔
、
高
さ
１
㍍
50
㎝
程
度
）

・
ガ
イ
シ
の
向
き
は
動
物
が
侵
入
す
る

方
向
に
向
け
、
さ
く
線
を
地
面
と
平
行

に
な
る
よ
う
に
張
る
。

・
通
電
性
の
向
上
の
た
め
、
上
下
の
さ

く
線
を
渡
し
線
で
つ
な
ぐ
。

②
電
牧
器
の
設
置

・
電
牧
器
は
、
木
の
杭
や
コ
ン
テ
ナ
の

上
に
設
置
す
る
。
（
地
面
に
直
接
置
か

な
い
）

・
ア
ー
ス
は
地
中
深
く
、
一
本
ず
つ
離

し
て
埋
め
る
。(

ア
ー
ス
の
上
下
に
注
意)

・
危
険
表
示
板
を
設
置
す
る
。
（
設
置

者
の
義
務
）

・
24
時
間
出
力
に
設
定
し
通
電
す
る
。

電
気
柵
の
設
置
方
法

2020

７
Vol.３２

発
行
元

鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
５
（４
４
）１
８
１
６

技
術
向
上
研
修(

電
気
柵)
を
6
月
11
日
、

12
日
に
総
合
農
業
試
験
場
で
開
催
し
、
2

日
間
で
県
、
市
町
村
、
団
体
の
職
員
な
ど

39
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
資
材
メ
ー

カ
ー
の
タ
イ
ガ
ー
株
式
会
社
九
州
支
店
の

担
当
者
を
講
師
に
、
電
気
柵
の
基
礎
知
識

や
設
置
上
の
注
意
点
、
安
全
な
使
用
方
法

な
ど
に
関
す
る
講
義
の
ほ
か
、
場
内
ほ
場

に
お
い
て
電
気
柵
の
設
置
実
習
を
行
い

次
の
よ
う
な
不
良
例
に
注
意
す
る
。

①
全
体
を
囲
っ
て
い
な
い
。

②
さ
く
線
の
位
置
が
高
い
。

③
さ
く
線
の
下
に
窪
み
あ
り
隙
間
が
あ
る

④
さ
く
線
が
下
草
に
触
れ
て
い
る
。

⑤
さ
く
線
の
設
置
位
置
が
舗
装
道
路
に
近

す
ぎ
て
い
る
。
（
装
面
は
通
電
し
に
く
い

た
め
50
㎝
以
上
離
す
。
）

⑥
鉄
パ
イ
プ
に
絶
縁
テ
ー
プ
を
巻
い
て
い

る
。
（
絶
縁
テ
ー
プ
だ
け
で
は
漏
電
す

る
。
）

⑦
ア
ー
ス
不
良

⑧
傾
斜
地
と
の
境
に
電
気
柵
を
設
置
し
て

い
る
。

⑨
渡
り
線
の
取
付
け
が
不
十
分

⑩
周
辺
に
廃
棄
農
産
物
を
放
置
し
て
い
る
。

電
気
柵
を
設
置
す
る
際
の
原
則

電
気
柵
の
効
果
が
十
分
で
な
い
原
因

資
料
提
供
：
タ
イ
ガ
ー
株
式
会
社
九
州
支
店

電
気
柵
の
効
果
を
発
揮
す
る
設
置
の
コ
ツ

１
．
電
気
柵
は
優
れ
た
防
除
シ
ス
テ
ム
。

２
．
電
気
柵
を
設
置
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
点
検
を
行
う
こ

と
で
効
果
が
維
持
で
き
る
。

３
．
電
気
柵
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
活
用
す
る
た

め
に
は
、
動
物
の
行
動
を
学
び
そ
れ
を
防
除

対
策
に
い
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

電
気
柵
は
、
人
に
対
す
る
危
険
防
止
の

た
め
に
電
気
事
業
法
で
設
置
方
法
が
定
め

ら
れ
お
り
、
必
ず
専
用
の
電
源
装
置
を
使

用
す
る
。
（
家
庭
用
電
源
か
ら
直
接
電
気

を
流
す
こ
と
は
、
絶
対
に
行
っ
て
は
い
け

な
い
。
）

被
害
対
策
に
関
す
る
問
合
せ

西
臼
杵
支
庁
及
び
各
農
林
振
興
局

各
市
町
村
・
各
農
協
・
各
森
林
組
合

等

技
術
向
上
研
修(
電
気
柵)

を
開
催

専
用
の
電
源
装
置

を
用
い
て
、
金
属
線

に
電
圧
を
か
け
、
触

れ
た
動
物
に
シ
ョ
ッ

ク
（
衝
撃
）
を
与
え

る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

動
物
が
痛
い
思
い
を

す
る
こ
と
で
、
危
険

だ
と
学
習
し
、
柵
に

近
寄
ら
な
く
な
る
心

理
柵
で
あ
る
。

電
気
柵
と
は
・
・
・

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
水

稲
な
ど
電
気
柵

の
利
用
が
増
え

る
時
期
で
す
の

で
、
情
報
共
有

の
た
め
、
研
修

内
容
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

・
電
圧
が
４
千
㌾
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

・
設
置
し
た
日
か
ら
通
電
を
始
め
る
。

１
．
ポ
ー
ル
付
近
だ
け
で
な
く
そ
の
周
囲
ま

で
草
刈
を
す
る
。

２
．
24
時
間
常
に
通
電
し
て
お
く
。

３
．
ア
ー
ス
は
深
く
、
広
く
と
る
こ
と
。

４
．
渡
り
線
を
と
り
、
隅
々
ま
で
電
気
を
張

り
巡
ら
せ
る
。

ま
と
め

補
助
事
業
等
で
電
気
柵
等
を
導
入
す
る
際

は
、
受
益
者
に
対
し
研
修
を
行
う
な
ど
、

適
切
な
設
置
技
術
の
普
及
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



☆鳥獣被害対策地域特命チームだより☆

宮
崎
市
田
野
町
三
角
寺
地
区
で
は
、

新
た
な
栽
培
品
目
と
し
て
、
ア
ー
モ

ン
ド
の
栽
培
を
試
験
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ア
ー
モ
ン
ド
栽
培
に
お
い
て
、

サ
ル
に
よ
る
被
害
の
報
告
が
あ
り
、

そ
の
対
策
と
し
て
特
命
チ
ー
ム
で
実

証
ほ
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の

取
組
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

実
証
ほ
を
設
置
し
た
田
野
町
三
角

寺
地
区
の
ほ
場
は
、
宮
崎
大
学
演
習

林
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
こ
の
演
習

林
が
、
近
年
サ
ル
の
す
み
か
と
な
っ

て
お
り
、
近
隣
の
農
作
物
に
被
害
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

ア
ー
モ
ン
ド
は
、
サ
ル
が
食
害
し

な
い
作
物
で
す
が
、
ほ
場
に
侵
入
し

た
サ
ル
が
果
実
で
遊
ん
で
傷
つ
い
て

し
ま
っ
た
り
、
樹
に
登
っ
て
枝
を
折

る
な
ど
に
よ
り
収
穫
が
で
き
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
令

和
2
年
２
月
26
日
に
ほ
場
周
囲
に

「
電
落
く
ん
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
サ
ル
の
被
害
対
策
に
対
応

す
る
た
め
に
埼
玉
県
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
が
開
発
し
た
も
の
で
、
１
５
０

ｃ
ｍ
の
ネ
ッ
ト
の
上
に
電
線
を
張
っ

て
、
侵
入
を
防
止
す
る
柵
で
す
。

設
置
当
日
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
支

援
セ
ン
タ
ー
の
指
導
の
下
、
生
産
者

と
特
命
チ
ー
ム
の
合
計
10
名
で
約
26
ａ

（
柵
延
長
２
３
０
ｍ
）
の
作
業
を
１

日
で
行
い
ま
し
た
。

設
置
後
10
日
程
度
は
電
線
の
位
置

が
ず
れ
て
い
る
等
、
サ
ル
が
侵
入
を

中
部
地
域

試
み
た
形
跡
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
後
は
、
ほ
場
に
侵
入
で
き
ず
に

近
寄
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

7
月
10
日
に
は
収
穫
間
近
の
ア
ー

モ
ン
ド
ほ
場
で
現
地
検
討
会
を
開
催

し
、
「
電
落
く
ん
」
の
効
果
の
検
証

を
行
い
ま
し
た
。
サ
ル
に
よ
る
被
害

は
全
く
な
く
、
被
害
防
止
効
果
の
高

さ
が
実
証
で
き
ま
し
た
。

生
産
者
も
効
果
に
満
足
し
て
お
り
、

今
年
の
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。

②現地検討会 ①電落くん設置作業

新たに商品化したイノシシ、シカの薫製

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
を
活
用
し
た
薫
製

の
商
品
化
と
販
売

日
之
影
町
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

（
大
人
ジ
ビ
エ
振
興
協
議
会
所
属
）

が
令
和
元
年
度
鳥
獣
被
害
防
止
総
合

対
策
交
付
金
の
ソ
フ
ト
事
業
を
活
用

し
て
、
商
品
開
発
に
取
り
組
み
ま
し

た
。一

番
の
課
題
と
し
て
、
活
用
す
る

場
の
少
な
い
【
夏
ジ
シ
】
を
有
効
活

用
で
き
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
考

え
、
協
議
会
で
話
し
合
い
の
場
を
設

け
て
、
会
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

新
た
に
開
発
さ
れ
た
商
品
が
、
『
イ

ノ
シ
シ
と
シ
カ
の
燻
製
』
で
す
。

脂
身
の
少
な
い
赤
身
が
ほ
ど
よ
く

燻
さ
れ
、
味
わ
い
深
い
商
品
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
現
在
、
道
の
駅
青

雲
橋
で
好
評
販
売
中
で
す
。

ま
た
、
意
外
な
副
産
物
と
し
て
、

燻
製
製
作
中
に
肉
か
ら
出
る
肉
汁
に

う
ま
味
が
多
く
、
そ
の
肉
汁
を
使
っ

た
ジ
ビ
エ
ソ
ー
ス
を
考
案
中
で
す
。

西
臼
杵
地
域

初
心
者
向
け
の
有
害
獣
捕
獲
技
術
向

上
研
修
会
の
取
組

西
臼
杵
地
区
で
は
、
狩
猟
初
心
者

を
対
象
と
し
て
、
毎
年
、
研
修
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
前
回
は
、
安
全

か
つ
効
果
的
な
捕
獲
技
術
の
習
得
を

テ
ー
マ
に
高
千
穂
町
で
開
催
し
ま
し

た
。
地
域
か
ら
八
名
の
参
加
が
あ
り
、

地
元
の
ベ
テ
ラ
ン
狩
猟
者
二
名
を
講

師
に
招
き
、
箱
わ
な
や
く
く
り
わ
な

の
設
置
方
法
に
つ
い
て
現
地
で
詳
し

く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く

の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
、
有
害
獣
駆
除

へ
の
熱
意
が
伝
わ
る
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
場
所
は
日
之
影
町
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研

修
を
通
じ
て
農
林
業
被
害
の
軽
減
に

繋
げ
て
い
き
ま
す
。

有害獣捕獲技術向上研修会の様子


